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共同研究報告

1．はじめに

　多くの社会課題やビジネス課題を解決するためにビッグデータを活用することは必須とな
り、多くの場面で活用されている。 例えば、地域に関係する課題解決のためにはデータ活用
は必須で、総務省などはそのためのデータの整備や RESAS のシステム運用（https://resas.
go.jp/）などを行っている。 この RESAS システムでもより地域の活性化の変化に関しての刻々
と変化する経済の状況を可視化するために V-RESAS システム（https://v-resas.go.jp/）［1］が
開発されている。この V-RESAS システムでは時系列での変化を捉えるための機能が装備され
ている。例えば、東京都について POS データをもとにした消費に関して興味・関心を示した
検索ワードの変化を表示すると図 1 のような表現が得られる。

図 1．V-RESAS での東京都地域に関係する消費での興味・関心についての検索ワード

注（2020 年 9 月 20 アクセス、https://v-resas.go.jp/prefectures/13）：2020 年の 5 月〜 8
月に関して大きな減少率の変化を示しているのは、旅行・観光とイベントであった。
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地域データからの「鳥の目」と「蟻の目」からの分析ストーリ展開システム II

　このようなデータは多くの場合に緯度×経度×時間×項目（変数）×サンプリングされたデー
タの 5 相 5 元データからなるビッグデータである。 
　課題解決や問題解決のためには、そのステークホルダーが、解決したい課題について解決案
を持っており、それをいくつかのシナリオにもとづいて分析・評価できることが望ましい。そ
のためのデータを収集したとしてもそれぞれのステークホルダーが重要と考える要因が異な
り、「総論賛成・各論反対」のなってしまうことがある。つまり、しばしばデータを活用した
場合でも特定の視点からのデータ解釈でのデータ活用になってしまう可能性がある。 
　今泉ら（2019）［2］は、「多様なステークホルダーが共同して課題解決を図る場合には、そ
れぞれの関係者の持つ課題点や問題点からの切り出しが必要となるので、『全体を見ながら、
個別を観る』、または、『個別を見ながら、全体を観る』などの異なる視座からデータを観るこ
とが重要である。 しかし、この切り出し方において、データ活用の点から一定のルールに従っ
ていないことが多いので、結果の再現性などをもとにした他者との検討が難しい場合がある」
と述べている。これらの解決法として（1）如何に、複眼的な視座を取り入れるか、（2）如何に、
論理的にデータの縮約を行うか、（3）どのように、要約を見える化するか、（4）利用者の持つ
課題への直感との合致、非合致を利用者自身が把握できるか、なる機能の持つシステムを挙げ
統計分析としての R と Shiny をもとにしたシムを提案した（今泉他（2019））。しかし、その
システムの実装において、結果的に統計分析に関してある程度の知識を持っていることが求め
られることになった。VR（Virtual Reality）システムにおいては、データの動的表現は容易
であるが、そのデータが表現している分布など VR システムでどのような表現するのが適切で
あるかについての検討が不十分であったためである。

2． 旧 R システムの概要

　目標としては、課題を解決したいと考える課題解決者が主体的に、ビッグデータを縮約し、
どのような要因が何故影響しているかを自分のみならず他者にも説明できる支援システムの
構築であり、機能としては複眼的視点からのデータの把握が可能として、2018 年度のシシテ
ムでは、 R 言語、および、R 言語での Web ベースソフト開発環境である Shiny［3］を用い
たシステム構成としていた。特に、データの全体像についての 3 次元表現をおこなう “Bird’s 
Eyes” で表示された 3 次元表現と研究で着目している変数間の関係が適切であるかなどについ
て検討する Ant’s Eyes を実装していた。

3．システムの概要

　分析結果の表現において VR システムを採用することで、利用者の持つ「知見」を実体験的
にデータや統計的な分析結果データの直観的な把握を通じて、課題解決案の提案に寄与するシ
ステムとする。そのために、図 2 に示すように R システムと VR システムでリンクした分析
を行う。
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図 2．VR と R でのシステム

3.1　VR システムでの表現可能な次元数
　通常は座標系（x, y, z）の点として表現されるが、ここでは、点の周りに半径 r の球、色に
ついて RGB 系での指定、および、時間 t となるので 8 次元データとして表現できることになる。
　色に関しては、利用者により知覚が異なることがあると考えられるので、（x, y, z）の次に
主要な情報は球の半径 r で表現することにした。

3.2　扱えるデータ
　この VR システムではよく用いられている主成分分析の結果をも表示できるが、特に第 4 主
成分以降の要素について、その大きさを半径 r として表現するので、3 次元では表現できない
成分についての表現が可能である。また、R で提供されている非線形次元縮約手法や非線形回
帰モデルをも適用できる。

4．VR システムでのデータ表示

4.1　2 相 2 元データ
　時間的な変化がなく、ある 1 時点で収集されたデータについては図 3 のような表示が可能で
あり、動作により動的に表示が変化する。

図 3．2 相 2 元データの表示例
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4.2　時系列データ
　この場合には、時間軸に沿った対象に移動や変化を捉えることができる。

　　
 

図 4．時系列データ　左図（開始時点での配置）　右図（次時点での配置）

5．まとめ

　動的な表現として VR システム、分析として R システムを採用した場合の統合システムに
ついて報告した。今後の課題としては、VR ゴーグル着用時の操作（両手のジェスチャーによ
るデータ操作）の改善やＲと連携したデータ表示の改善などが挙げられる。
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